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前 章 
わたしたちは、「青年よ大志をいだけ」のこころを受けつぐ北広島市の市民です。  

わたしたちのまちは、広島県人らによって築かれ、北海道の寒地稲作をうみだした、

誇りある伝統をもつまちです。  

わたしたちは、いま歴史への新しい歩みを進めようとしているこのまちと、自分のく

らしをしっかりみつめ、自分に何ができるかを問いかけながらこの憲章を実践します。  

 

第１章 まもろう 歴史がはぐくむ豊かな風土  
（１）豊かな緑を守り、自然を愛するやさしい心を育てたい。  

（２）自然との交流のなかで、スポーツやレジャーを楽しみ、生活にゆとりをもたせたい。  

（３）市の木、市の花を愛し、やすらぎのある環境をつくりたい。  
 

第２章 つなごう 心のかようたしかなきずな  
（１）あたたかいことばをかけ合い、ふれあいの輪をひろげたい。  

（２）思いやりの心をもって、ボランティア活動をひろめたい。  

（３）地域の活動に関心をもち、進んで参加して交流を深めたい。  
 

第３章 のばそう 未来をつくるたくましい力  
（１）伝統を受けつぎ、汗する活動を通して創造と夢と力を育てたい。  

（２）未来に目を開いて、自らを発展させていく英知と勇気をもちたい。  

（３）幼いいのちと若い力の健やかな成長を助けるために、おとなの連帯を進めたい。  
 

第４章 きずこう 個性あふれる北の文化  
（１）人とまちと自然のとけあった、幅広い文化環境をつくりたい。  

（２）趣味や余暇を大事にし、進んで体験する心を育てたい。  

（３）北国の四季に親しみ、風土に根ざした文化を育てたい。  
 

（昭和59年（1984年）4月1日制定） 

市の花（つつじ）           市の木（かえで） 
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１人１台端末及び高速大容量の通信ネットワークを一体的に整備し、個別最適化された学

びを全国の学校現場で持続的に実現させる GIGA スクール構想の実現に向け、国は令和２年

（2020 年）に予算措置しました。 

本市も令和３年度の実現に向け、令和２年（2020 年）から計画的に教育 ICT 環境の整備

を実施してきました。GIGA スクール構想の本格的なスタートから 4 年目を迎え、各校では

様々な授業で、日常的に ICT 機器が活用されています。 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金、文部科学省の各種補助金や実証事業、

防衛省の特定防衛施設周辺整備調整交付金事業等を活用して、次のような環境整備を行いま

した。 

〇コンピュータの購入（児童生徒用・指導者用） 

〇高速大容量のインターネット環境の整備 

〇指導者用デジタル教科書の整備 

〇一部教科の学習者用デジタル教科書の整備 

〇大型提示装置（電子黒板）の整備 等 

 

本市は令和２年度、３年度の２か年で、児童生 

徒１人１台分の整備を完了しました。 

各種 ICT 機器の整備に伴い、有効活用について 

の教職員が抱える課題も多様化しているこから、 

教職員のニーズに対応して少人数・短時間の個別 

研修を実施するなど、支援体制を強化しています。 

 

 

  

教育 ICT 環境の有効活用には、中長期的な視点での計画や目標を定めて実践していくこと

が効果的であることから、本市では GIGA スクール構想の本格的なスタートに向け、令和３

年（2021 年）３月に機器の整備に関する「北広島市学校教育情報化推進計画」と機器の活

用に関する「北広島市学校 ICT 活用推進計画」を策定しました。 

 「北広島市学校 ICT 活用推進計画」では、学校における ICT の活用技能が向上するよう令

和 3 年度～7 年度の 5 年間を 3 つのステップに分けて、取組項目と数値目標を設定し、目

標到達状況を確認するため、達成度に関する調査を実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特集１ 教 育 Ｉ Ｃ Ｔ 環 境 の 整 備 

ICT機器及び活用環境の整備 

ICT活用に関する各種計画 

■令和5年度に中学校に整備した電子黒板 
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授業における ICTの活用については、「一斉学習」「個別学習」「協働学習」のそれぞれの場

面で ICT の特性を活かして、高い効果を発揮することが期待されています。 

 

【一斉学習】 

電子黒板やデジタル教科書を活用するこ 

とで、子どもたちの興味、関心を高めるこ 

とができます。 

例えば、理科や社会の授業で画像や資料 

を拡大提示したり、英語の授業ではデジタ 

ル教科書の音読機能を用いて発音練習をし 

たりするといった活用ができます。 

【個別学習】 

 デジタルドリル等の活用により、自分に 

合った進度で学習することが可能になりま 

す。また、探究的な学びの場面ではインタ 

ーネットを用いた情報収集や写真・動画撮 

影による記録に活用することができます。 

【協働学習】 

１人１台端末や電子黒板を利用しての子 

ども同士の意見交換や発表など、お互いを 

高め合う学びを実践することで、思考力、 

判断力、表現力を育成することができます。 

 具体的には、ホワイトボードアプリの活 

用により、理科の授業では各自が実験結果 

や意見を貼り付けて全体で共有し、ホワイ 

トボードで複数の意見や考えを整理しなが 

ら議論するなどの活用ができます。 

 また、ICT を活用することで距離や時間 

の制約から解放され、他地域の学校との交 

流学習を実施することも可能になります。 

本市では、コロナ禍において、姉妹都市 

の東広島市の学校とのオンライン交流を実 

施しました。 

 

 

 

１人１台端末をはじめとした教育 ICT 環 

境を有効活用し、全教職員、全学校、市教 

育委員会が一丸となって、多様な子どもた 

ちを誰一人取り残すことのない学校教育の構築を目指します。 

 また、現代は変化が激しく予測困難な「VUCA（ブーカ）の時代」と言われており、そ

のような時代において「生きる力」を育むため、今後も計画的に教育 ICT 環境の整備を進

め、効果的な活用に努めていきます。 

 
注１ 「VUCA（ブーカ）の時代」とは、不安定、不確実、複雑、曖昧の４つの英単語の頭文字をとった造語。 

 

 

 
担当課 教育総務課 

授業における ICT活用事例 

今 後 の 取 組 

■英語：デジタル教科書を活用した発音練習 

■理科：1人 1台端末の活用例 

■理科：電子黒板を活用した意見の共有 
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特集２ は た ち の つ ど い 開 催 事 業 

 

 

 

20 歳としての自覚と責任を促し、地域社会の一員としての期待を認識できるよう、「はた

ちのつどい」を実施しています。 

本年度は、令和 6 年（2024 年）1 月 7 日（日）に新たに開業したエスコンフィールド

HOKKAIDOで開催し、492 名が参加され、旧友との再会に喜びの声が響く催しとなりまし

た。 

グランド内の特設ステージでの式典では、上野市長の式辞をはじめ、ご来賓の紹介、参加

者代表による誓いの言葉などが行われました。誓いの言葉では、参加者代表のお二人から自

身の夢と、Fビレッジ開業に伴う北広島市への想いが述べられました。 

 続くアトラクションでは、北海道日本ハムファイターズの伊藤大海投手、清宮幸太郎選手

からのお祝いのメッセージが大型ビジョンに上映されました。また、中学校当時の担任教諭

からのお祝いメッセージも映し出され、笑いとともに昔を懐かしむ様子が窺えました。 

その後、ファイターズガールやフレップらによるお祝いのダンスが披露され、きつねダン

スの場面では一緒に踊る参加者もあり、エスコンフィールド HOKKAIDO ならではの雰囲気

に包まれました。 

サードベースゲートコンコースでは、ファイターズガール、きたひろ・まいピーらマスコ

ットキャラクターによるお出迎えと写真撮影、小・中学校当時の担任教諭からのお祝いメッ

セージなどを囲み、参加者らの賑わいが見られました。 

式典終了後には、ダイヤモンドクラブラウンジでのアフターパーティーが行われ、軽食ビ

ュッフェを堪能しながら、友人らと楽しそうに談笑する姿が会場内に広がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 担当課 社会教育課 

初のエスコンフィールド HOKKAIDO開催 

特設ステージでの式典 

アトラクション 

会場の様子 

アフターパーティー 
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特集３ 国指定史跡旧島松駅逓所の整備 

 

史跡旧島松駅逓所は、明治６年（1873 年）札幌本道の開通に伴い設置された北海道の交通の要

衝の一つです。また、現存する駅逓所としては最古であり、北海道開拓史上極めて重要な遺構である

ことを郷土の誇りとしています。昭和５９年度から平成２年度までに行われた旧島松駅逓所保存修理

工事から４０年が経過しました。貴重な史跡を将来にわたり維持していくため、経年劣化の対応、耐

震性の向上を目的とした改修工事が始まります。 

（１）工事内容 

工事期間：令和６年（2024年）７月下旬～ 

令和７年（202５年）１２月19日 （予定） 

工事範囲：史跡指定地のなかの駅逓所主屋エリア、 

駅逓所エリア 

工事内容：令和６年度 / 耐震補強・保存修理工事 

                （建物・電気経路・防犯防災他） 

令和７年度 / 耐震補強・保存修理工事 （屋根柾葺・展示関連の見直し） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 ｴｺﾐｭｰｼﾞｱﾑｾﾝﾀｰ 

（２）展示コンセプト 

史跡の重層する歴史的価値につ

いて、史跡周辺や史跡全体及び駅

逓所の建物などの実物と展示物を

組み合わせて、観覧者の理解を深

める空間展示を検討します。 

令和6年(2024年)

壁の耐震補強、

保存修理工事他

令和7年(2025年)

屋根・小屋組の耐震補強他

展示計画

令和8年(2026年)4月28日

リニューアル

オープン予定

史跡指定地範囲 



 

5 

 

特集４ 「デジタル豆次郎（愛称：デジ豆）」 

学校図書館向け電子書籍貸出サービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当課 文化課(図書館) 

【目的】 

□GIGAスクール端末の活用によるメディア教育を推進します 

□図書館に足を運ばない児童生徒の読書・来館を促します（いわゆる『不読層』の解消） 

□障害者サービスの拡大を図ります（文字の拡大機能・読み上げ機能など） 

□教材として活用①電子書籍化された「小学校社会科副読本」「福祉読本」を搭載します 

□教材として活用②児童生徒・教員の自作資料を電子書籍化し、搭載します 

【スケジュール】 

□令和 6年（2024年）６月からテスト 

ラン開始（各校での準備が整い次第、児 

童生徒に公開が可能） 

  

【現行の豆次郎について】 

□タブレットの使用が難しい低学年については、現行の

豆次郎を継続する予定です。 

□ 『学校に新しい本を』という趣旨の下、平成本プロ

ジェクトとして新刊の積載を中心に開始した豆次郎でし

たが、大規模改修に合わせて行ってきた学校図書館のリ

ニューアルが 80％以上進捗し、学校図書館への司書巡

回も段階的にではあるが進められています。豆次郎につ

いては、デジタル化手法を先行させつつ、現行手法の見

直しを図るため、アンケート調査などの利用実態調査を

行い、効率的な運用を検討していきます。 

【概要】 

□小中学校図書館向けの電子書籍貸出ク

ラウドシステムを「デジタル豆次郎」と

して導入。利用範囲を中学校まで拡大し

ます。 

□搭載資料は、青空文庫・読み放題パッ

ク、副読本・独自教材などの無制限同時

閲覧が可能なコンテンツとします。 

□貸出回数制限のある書籍は、原則、購

入・搭載しません。 

□利用統計の把握を可能にします。（現

行の学校図書館利用者 ID で利用） 

□学校図書館からの情報発信を強化しま

す。（新着・オススメ図書など） 

🔝デジ豆 TOP 画面イメージ図 

平成 12 年（2000 年）から 

巡回している豆次郎 


